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はじめに

　熱意を持って指導しても、教師ばかりが話をしていては、生徒はお
客さん状態になってしまい、深く思考しません。そんな講義のような
授業から脱脚するのに大きな役割を果たすのが「発問」です。

　発問を取り入れると次のような効果があります。
・生徒が主体的に発言するようになる！
・生徒同士の対話が増え、協力できるようになる！
・生徒が深く思考するようになり、授業がアクティブになる！

　効果的な発問によって、題材の本質に迫ることができたときに、生
徒は深く思考し、自分の言葉で表現し始め、思考力・判断力・表現力
を身につけることができます。
　また、仲間とのやり取りから多角的に捉え、論理的・批判的な見方
ができるようにもなります。
　生徒の人間性（内面）の成長も、教師のこうした発問の質に委ねら
れていると言ってもいいでしょう。
　生徒が本気になって考え、自分の思いや考えを語り、仲間と共有で
きるような授業にしていきませんか。
　英語の授業を通して、「世界平和を目指し社会貢献できる」、そして
「自分と周りの人を大切にし、自国の文化に誇りを持てる」。
　これが私が目指す生徒の姿です。
　本書が、みなさまのお役に立つことを願っています。
　また、この本がさまざまなことに挑戦する生徒が増えるきっかけに
なれば、これほど嬉しいことはありません。

　2020年3月
� 胡子�美由紀
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 発問は自律的な学習者を育てる！
　そもそも発問とは何でしょうか？　
　発問とは生徒に考えさせたり、活動させたりするために行う、教師
の意図的な質問や投げかけのことです。発問によって、生徒を自律的
な学習者へと導くことができます。
　発問は、質問とはちがいます。質問は自分が聞きたいことを知るた
めの問いかけですが、発問は理解の確認をしたり、気づきを促したり
する問いかけです。すなわち、発問は何らかの目的を持って行われる
ものと言えるでしょう。
　文部科学省のCLARINETによると、発問は以下のように定義され
ています（海外子女教育、帰国・外国人児童生徒教育等に関する総合
ホームページ。http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/）。

＂ゆさぶる発問＂

１． 広義には、子ども達の学習に変化をもたらし緊張を誘う発問のこ 
と。

２． 狭義には、子ども達の思考や認識に疑念を呈したり混乱を引き起
こすことによってより確かな見方へと導く発問のこと。

発問は生徒を
自律的な学習者にする！

01



13第 1章　そもそも発問とは？

発問で生徒が活動的になる！
　「授業に入った途端に生徒がつまらなそうな顔をしている」「教科書
の内容に興味を持ってくれない」「自分が一方的に話してしまう」といっ
た状況に、多くの先生方が悩んでいます。
しかし、効果的な発問を取り入れれば、生徒は活動的になります。
自分の意見を発信できたり、仲間の多様な価値観に触れられたりする
発問で、学ぶことを楽しむようになります。すると、教室に協同的に
学び合う雰囲気が生まれ、クラス全体にどんどん広がっていきます。
　このように生徒が活動的になると、今度は授業が活性化します。自
律的な学習者としての姿勢が育つことで、テンポの良い授業に変わっ
ていくからです。発問で、生徒が変わり、生徒同士の関係が良くなれ
ば、お互い仲間を思いやることができるクラスになっていきます。

◆発問は、生徒を自律的な学習者へと導くことができる！
◆良い発問は生徒を活動的にし、授業を活性化させる！

P O I N T

発問は生徒を活動的にさせる！
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 発問の役割とは？
　なぜ今、発問かといえば、学習指導要領で示されている３つの視点
を発問で実現させることができるからです。次の3つの資質・能力
をつける上で、発問が生徒の学びに大きな役割を果たします。
　１．知識・技能（何を知っているか、何ができるか）
　２．�思考力・判断力・表現力等（知っていることをどう使うか）
　３．�学びに向かう力・人間性等（どのように社会・世界と関わり、

よりよい人生を送るか）
　readingにおける発問の役割は下表のようなものがあります。

発問の役割と意義とは？

02



15第 1章　そもそも発問とは？

発問で身につく力とは？
　まず「自ら発信できる力」が身につきます。自分の考えをアウトプッ
トし、ふり返りの中で活動の意味や価値を自覚できる力です。発問で
題材を生徒自身の経験と関連づければ、誰でも伝えたいと思うことを、
主体的に発信できるようになります。
　次に「仲間とやり取りできる力」です。対話的な学びにつながりま
す。発問によっては、仲間同士でやり取り（インタラクション）しな
ければならない場合も出てきます。仲間の考えを聴くことで、生徒は
視野を広げたり思考を深めたりすることもできます。こうした仲間と
の対話から、生徒が自分自身の課題を発見する力を育んでいきます。
　３つ目は「自分の考えを再構築する力」で、深い学びのことです。
　物事を考えるときに、生徒は持っている知識や経験と関連づけます。
適切な発問がなされることで、生徒は自分の知識と比べたり、新しい
情報を取り入れたりして、自分の考えを再構築していきます。

◆発問で学習指導要領で求められる３つの力が身につく！
◆発信、やり取り、考えの再構築ができるようになる！

P O I N T

発問で対話できる場をつくることができる！



16

 条件①　明確で具体的なこと
　では、良い発問の条件とは何でしょうか。まず１つ目は、明確で具
体的なことです。“What does she want to do there?” のように、「５
Ｗ１Ｈ」の要素を含んだ具体的で明確な発問にします。また、「生徒
の経験」を取り入れて、より身近に捉えさせる発問にしましょう。

 条件②　生徒の気づきがあること
　２つ目は、生徒の気づきがあることです。“What can we do to 
make things better to share happiness?”などのように、生徒の新
たな発見につながる発問だと、学びの深まりと広がりが出ます。
　気づきを促すには、教師が話しすぎないことです。教師が話す時間
を意識することで、生徒は緊張感を持ち、思考の必要性を高めます。

 条件③　仲間と協力してジャンプできること
　３つ目は、他者と協力できることです。「一人ではちょっとハード
ルが高く感じられるが、仲間となら超えられる」というレベルの発問
が、生徒の頭をフル回転させます。

良い発問には
３つの条件がある！
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17第 1章　そもそも発問とは？

　たとえば、世界の子どもたちの飢餓をなくすためのチャリティ・ウォー
クの話では、“What will Takeshi do after this?”と登場人物のその
後の行動を考えさせ、“Imagine, what would you do for children 
in hunger?”と生徒の考えを引き出す発問をすることができます。
　このような発問では、仲間とのやり取りで一人では感得できなかっ
たことがあることに気づき、掘り下げて考えることができます。

発問を改善するには？
　いわゆるclosed-ended questionsばかりではよくありません（56
～57ページ参照）。内容理解の段階では、事実発問を行うことは大切
です。手短かに事実を明確にし、生徒の発話をコントロールできます。
　しかし、そればかりに終始し、open-ended questionsがないのは
考えものです。open-ended questionsで生徒の自由な発想や考えを
引き出し、生徒同士が英語でやり取りする場をつくりましょう。

◆良い発問の３つの条件を意識しよう！
◆仲間と協力できる発問にする！

P O I N T

生徒の気づきを促す発問に！


